
*

１

財
施
、
法
施
、
無
畏
施
の
こ
と
。
こ
の
三
つ
は
六
波
羅
蜜
に
対
応
し
配
当
さ
れ
、
六
波
羅
蜜
の
実
践
と
な
る
。

*

２

眼
施
、
和
顔
施
、
言
辞
施
、
身
施
、
心
施
、
床
座
施
、
房
舍
施
の
こ
と
。

*

３

布
施dāna

。
愛
語piya-vācā

。
利
行attha-cariyā

。
同
事sam

ānattatā

。

*

４

念
仏
、
念
法
、
念
僧
、
念
戒
、
念
施(

捨)

、
念
天
の
こ
と
。
こ
の
六
の
随
念
を
修
習
す
れ
ば
法
は
増
長
し
、
退
減
せ
ず
。

*

５

布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
の
こ
と
。

ま
た
十
波
羅
蜜
は
上
座
部
と
大
乗
に
て
違
い
が
あ
る
。

*

６

三
輪
と
は
自
想
、
他
想
、
施
想
の
こ
と
。
こ
の
行
為
と
結
果
に
執
着
し
な
い
こ
と
を
清
浄
と
い
う
。
こ
れ
は
空
の
教
え
、

智
慧
と
悟
り
の
概
念
を
伴
っ
た
布
施
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。

*

７

世
間
＝
不
浄
観
、
持
息
念
、
四
静
慮
（
色
界
に
お
け
る
禅
定
）、
四
無
量
（
慈
悲
喜
捨
）、
四
無
色
定
（
物
質
の
束
縛
か

ら
離
れ
、
滅
し
た
境
地
）、
五
神
通
（
神
足
通(

自
在)

、
天
眼
通(

未
来
予
知)

、
天
耳
通(

一
切
の
音
を
聞
く
力)

、

他
心

通(

考
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
力)

、
宿
命
通(

過
去
世
を
知
る
力)

）
な
ど
の
法
を
演
説
す
る
。

出
世
間
＝
三
十
七
菩
提
分
法
、
三
解
脱
門
な
ど
の
聖
法
を
演
説
す
る
こ
と
。

*

８

こ
の
経
典
で
は
一
転
し
て
菩
薩
に
よ
る
財
施
の
否
定
が
書
か
れ
る
が
、
こ
の
経
典
成
立
の
当
時
、
釈
尊
の
実
践
さ
れ
た
「
森

林
と
激
し
い
苦
行
の
実
践
に
帰
れ
」
と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
本
来
の
理
念
に
戻
ろ
う
と
す
る
機
運
が
影
響
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

「
布
施
に
つ
い
て
④
」

布
施(Dāna )

と
は
何
か
。
今
月
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
し

て
列
挙
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

施
し
恵
む
。
無
貪
の
心
。
三
施*

１

。
無
財
の
七
施*

２

。
四
摂

法*

３

、
六
念
処(
六
随
念) *

４

、
六
波
羅
蜜*

５

の
一
。

体
、
財
、

生
命
に
よ
って
法
（真
理
）に
奉
仕
す
る
。
仏
、
僧
、
貧
窮
の
人
に

衣
食
な
ど
を
施
す
。
菩
薩
、
大
乗
佛
教
修
行
の
初
行
、
必
須

項
目
。
功
德
は
広
大
。
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
普
く
他
に
施

す
こ
と
。
欲
を
浄
め
る
。
業
を
浄
め
る
。
上･

中･

下
品
の
違
い

あ
り
。
お
寺
や
僧
侶
に
供
養
す
る
は
自
分
の
為
と
な
り
、
衆
生
に

施
し
与
え
る
は
他
者
の
為
と
な
り
、
布
施
し
て
与
え
る
は
自
他
の

為
と
な
る
。
必
要
と
す
る
も
の
を
与
え
な
さ
い
。
要
求
に
随
って
救

い
、
導
き
、
苦
を
取
り
除
く
を
随

應
施
と
い
う
。

ず
い
お
う

せ

布
施
を
す
る
と
善
い
果
報
を
得
て
天
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
死

ぬ
時
に
憂
い
が
無
く
な
る
。
僧
及
び
貧
窮
の
人
ら
に
広
く
布
施

す
れ
ば
大
き
な
果
報
と
名
称
を
得
る(

『
増
一
阿
含
経
』)

。

対
価
と
し
て
支
払
う
も
の
を
布
施
と
は
言
わ
な
い
。
布
施
は
福

田
と
な
る
。
自
分
の
た
め
、
他
人
の
た
め
、
自
他
の
た
め
に

行
え
。
最
も
価
値
あ
る
布
施
を
三
輪
清
浄*

６

と
い
う
。
仏
は

身
命
を
惜
し
ま
ず
布
施
を
お
こ
な
う
。

法
施
は
財
施
に
勝
る
も
の
な
り
。
法
施
に
世
間
と
出
世
間

の
二
種
あ
り*

７

。
人
界･

天
界(

神
の
世
界)

の
善
果(

楽
果)

は
得

た
と
し
て
も
退
滅
有
る
が
、
法
施
に
よ
り
涅
槃
を
得
れ
ば
減

退
し
な
い
。
法
施
は
三
界
（
欲
界･

色
界･

無
色
界
）
を
越
え
、

財
施
の
果
福
は
欲
界
に
限
ら
れ
る
。
法
施
は
法
身
を
浄
め
る
。

法
施
は
無
明
を
断
ず
る
。

在
家
の
菩
薩
は
財
と
法
の
二
種
を
も
っ
て
布
施
の
修
行
と

し
、
出
家
の
菩
薩
は
筆
と
墨
と
経
と
説
法
の
四
施
を
修
行
し
、

生
滅
を
越
え
た
深
い
空
の
理
解
が
あ
る
無

生

忍
を
得
た
菩

む
し
ょ
う
に
ん

薩
は
施
と
大
施
と
無
上
施
の
三
施
を
具
足
す
る
。

密
教
で
は
印
と
真
言
（
印
明
）
を
も
っ
て
一
切
衆
生
の
為

に
種
々
の
寶
を
雨
ら
し
て
、
求
め
る
所
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

ふ

を
も
っ
て
布
施
と
す
る
。
宝
生
仏
、
宝
幢
三
昧
耶
を
い
う
。

弥
勒
よ
、
財
宝
や
楽
し
み
に
よ
っ
て
人
は
生
、
老
、
病
、
死
、

憂
、
悲
、
苦
、
悩
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
弥
勒
よ
、

た
だ
正
法
だ
け
が
そ
れ
ら
を
離
れ
さ
せ
る
利
益
と
な
る
。
こ
れ

を
如
来
の
微
密
の
法
（
微
妙
秘
密
法
＝
深
遠
の
意
）
と
言
う
。

す
な
わ
ち
如
来
は
世
間
の
楽
を
施
さ
ず
、
出
世
間
の
無
上
の
法

と
い
う
宝
を
与
え
る
の
だ
。
そ
し
て
衆
生
は
そ
れ
を
聞
き
終
わ

っ
て
完
全
に
苦
か
ら
離
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
弥
勒
よ
、
ま
さ

に
如
来
の
無
上
の
法
施
を
学
び
な
さ
い
。
生
活
の
助
け
に
な
る

世
間
の
施
し
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
は
な
い
（『
宝
積
経
』）*

８

。

そ
の
他
、
経
典
に
は
様
々
な
布
施
の
種
類
が
説
か
れ
、
更

に
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
何
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
で
視

点
を
変
え
説
明
し
て
い
ま
す
。
目
覚
め
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
れ

ば
世
間
と
出
世
間
、
輪
廻
に
つ
い
て
よ
く
よ
く
学
ぶ
こ
と
。

そ
し
て
知
ら
な
い
国
の
こ
と
を
自
分
だ
け
で
い
く
ら
考
え
て

も
想
像
が
付
か
な
い
。
ま
ず
佛
菩
薩
や
僧
侶
に
尋
ね
る
の
が

近
道
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
深
い
気
付
き
は
必
ず
得
ら
れ
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日

《
ご
修
行
案
内
》

日(

日)
「
無
病
息
災
の
瓜
封
じ
秘
法(

胡
瓜
加
持)｣

30６
日(

日)

「
滝
修
行
」
朝
５
時
お
寺
出
発

「
水
子
供
養
・
護
摩
」

時
～

10

日(

水)

「
大
師
御
縁
日

護
摩
」

時
～
、

時
～

21

10

20

※
お
盆
参
り
希
望
の
方
は
お
早
め
に
申
し
込
み
を

「
ご
報
告
と
御
礼
」
ア
メ
リ
カ
人
修
行
者
の
賢
明
さ
ん
が
、

無
事
に
最
後
の
儀
式
（
伝
法
潅
頂
）
を
終
え
ま
し
た
。
沢
山

の
お
支
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
以
後
、
都
度
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
人
目
の
外
国
人
修
行
者
は
、
得
度
式
を
経
て
、
少
し
の

修
行
を
し
て
の
一
時
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

結
縁
潅
頂
で
は
、
や
は
り
不
思
議
な
こ
と
に
入
壇
者
の
意

と
機
に
適
う
ご
縁
を
皆
結
ば
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

受
戒
の
功
徳
と
諸
佛
の
加
持
を
感
じ
ま
し
た
。

合
掌




